
藤沢湘南台病院 団地入口 いちょう団地 集会所前

長後駅東口 上土棚団地前

長後駅東口 湘南台駅東口

長後駅東口

下和田 藤沢湘南台病院
発

藤沢湘南台病院
発

着

藤沢湘南台病院
着

藤沢湘南台病院
着

上飯田・いちょう団地方面

綾瀬市上土棚方面

長後駅・湘南台駅方面

上飯田・いちょう団地を経由し、下和田から国道467号線に出て病院へ。

藤沢湘南台病院 団地入口 いちょう団地 集会所前 下和田 藤沢湘南台病院
発 着

上飯田・いちょう団地方面 上飯田・いちょう団地を経由し、下和田から国道467号線に出て病院へ。

綾瀬市上土棚方面行きでも長後駅で乗降可。

長後駅東口 上土棚団地前 長後駅東口藤沢湘南台病院
発

藤沢湘南台病院
着

綾瀬市上土棚方面

藤沢湘南台病院
発

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅東口 湘南台駅東口 藤沢湘南台病院
着

長後駅・湘南台駅方面 綾瀬市上土棚方面行きでも長後駅で乗降可。

藤沢湘南台病院
発

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

長後駅から病院へ直行

無料シャトルバス時刻表  （巡回マイクロバス）

外来診療予定表 医師の異動により変更になる場合があります

● ご不明な事がありましたら医事課窓口にお問合せ下さい。

※内科新患・予約外の患者様は、外来担当表のとおりのため医師の指定は出来ません。
※消化器科・循環器科・外科・整形外科・泌尿器科（午後）・総合診療科（午前、午後）は、
　専門外来（完全予約制）となりますので一般外来は休診となります。

月～金

土

令和4年4月1日現在

令和4年4月1日現在

平日 土曜日

● ● ●
山崎

(心臓血管外科)
清水

(乳腺外科)

佐々木
(甲状腺外来) ●

甲状腺
心臓血管外科
乳腺外科

井上 田村
深野

藤川 担当医
深野

熊切院長一般外科

● 熊切院長 ● ● ●●

午
　
後

午
　
前

外
　
　
科

鈴木総院長 鈴木紳祐鈴木総院長 担当医鈴木総院長大腸肛門科
[予約のみ]

呼吸器外科

●熊切院長 ● ● ●●呼吸器外科

●● ● 山崎 ●●心臓血管外科

● ● ● ● ●田中（良）
(第2・4週のみ)大腸肛門科

（手術）（手術） ●●一般外科 藤川
鈴木（創）

畑山
立石

山本名誉院長

鈴木総院長
五代

● ● 市川 田中（貴）

田中（貴）

関

関

●午　前

● ● ● ●午　後

脳
神
経

外
科

月 火 水 木 金 土

消化器科担当医
循環器担当医

乾
大野（睦）
鈴木（陽）

髙木
福島

中村（悠）

松田
吉光寺

堀
大野（哲）

中村(裕)
上村

乾
大熊（紹介のみ） 杉本 山本

大熊（紹介のみ）
松田
乾 大熊 ●

大野（睦） ● ● ● ●

藤井 藤井 ● ●

吉光寺 (第1週)
大野（睦） (第2・4週)
福島 (第3週)

高橋
中村（裕）

新患・
予約外

吉光寺
菅原

大野（哲）
中村（悠）

福島
中村（悠）

福島
山田 ● ●循環器科

[予約のみ]

消化器科
[予約のみ]

循環器科
[予約のみ]

● ● ● ●太田
(第1・3週) 片岡総合診療科

[予約のみ]

総合診療科
[予約のみ]

大熊
（紹介のみ）

松田
大熊（紹介のみ） ●髙木

大熊（紹介のみ）堀消化器科
[予約のみ]

松浦 深野 深野 ●深野深野緩和ケア科
[予約のみ]

午
　
前

内
　
　
科

午
　
後

●片岡

月 火 水 木 金 土

泌
尿
器
科

大内(第1・3・5週）
横溝(第2・4週）

担当医
(10：00迄）

大内
横溝
日置
仁禮

大内
日置
諏訪

横溝
仁禮

日置(第2・4週）

（検査）
（手術）

（検査）
大内
横溝
仁禮

横溝 ●大内
日置

午 前

午 後

皮
膚
科

磯田
浦野

磯田
浦野

磯田
浦野

磯田
浦野

磯田
(第1・3週)
浦野

(第2・4週)
※第5週 休診

磯田
浦野午 前

●磯田 浦野浦野 磯田磯田
浦野

午 後

●篠木 室田 （手術）篠木 篠木午 前

●● ●（手術） （専門外来）午 後

眼 

科

田中（雅） 佐藤 担当医永野
田中（雅）

佐藤
担当医

永野
(第2・4週)
佐藤

佐藤
(第1・3・5週)
田中（雅）
(第2・4週)

●
永野
田中（雅）
(第1・3週)

田中（雅）
佐藤

永野
田中（雅）
佐藤

永野
(第1・3・4・5週)
田中（雅）
佐藤

午 前

午 後

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部

●

●

●

●福田 高尾 ●

●福田
川口

福田
川口

福田
川口

午 前

午 後

小栁

斉藤

整
形
外
科

小栁
川口
宮田

午 前
加藤
井窪
栗本

大山
黒田
井窪

大山
小栁
加藤
宮田
亀田

黒田
宮田

担当医

小栁
宮田

午 後 ● ● ●黒田
井窪 加藤

形
成
外
科

受
付
時
間

前川

（手術）

= 完全予約制

= 休診●

（全科休診）土曜日午後／日・祝祭日／年末年始

▶ 診療開始／午前 9：00～

▶ 診療開始／午後 1：30～

▶ 診療開始／午前 9：00～

午前 8：30～11：00
午後 12：00～ 3：00
午前 8：30～11：00
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❹

私
た
ち
、「
藤
沢
湘
南
台
病
院 

皮
膚
科
ス
タ
ッ
フ
」で
す

　
2
0
0
8
年
よ
り
皮
膚
科
専
門
の
医
師
が
常
勤
と
な
り

近
隣
の
皆
さ
ま
の
皮
膚
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
お
悩
み
に

幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。現
在
は
常
勤
医
2
名
体
制
で
男

性
・
女
性
医
師
と
も
に
在
籍
し
て
お
り
、月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
の
午
前
中
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
午
後
は
外
来
手
術
や
処
置
な
ど
の
予
約
制
診
療
で
、

と
く
に
火
曜
日
午
後
に
は
皮
膚
悪
性
腫
瘍
切
除
術
や
植
皮

術
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て
手
術
を
施
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
取
り
扱
い
疾
患
と
し
て
は
皮
膚
疾
患
全
般（
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
な
ど
の
湿
疹
・
皮
膚
炎
群
、蕁
麻
疹
、乾
癬
、薬
疹
、水

疱
症
、膠
原
病
、皮
膚
腫
瘍
、皮
膚
潰
瘍
、皮
膚
感
染
症
な
ど
）

で
保
険
診
療
を
中
心
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
疾
患
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
詳
細
な
問
診
と
必
要
な
検
査

（
顕
微
鏡
検
査
、ダ
ー
モ
ス
コ
ピ
ー
、微
生
物
学
的
検
査
、病
理

組
織
学
的
検
査
な
ど
）を
行
い
、症
状
の
改
善
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
目
標
と
し
て
診
療
し
て
い
ま
す
。と
く
に
蜂
窩
織
炎
や

帯
状
疱
疹
な
ど
の
感
染
症
、水
疱
症
、重
症
の
薬
疹
、重
症
の

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
は
必
要
あ
れ
ば
入
院
加
療
を
お
薦

め
し
て
い
ま
す
。

　
乾
癬
の
生
物
学
的
製
剤（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）導
入
や
皮
膚
悪
性

腫
瘍
の
集
学
的
治
療
な
ど
に
関
し
て
は
関
連
病
院（
藤
沢
市
民

病
院
、横
浜
市
立
大
学
附
属
病
院
な
ど
）と
連
携
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
皮
膚
疾
患
は
軽
症
の
も
の
が
多
く
軽
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、慢
性
的
に
経
過
し
て
治
り
に
く
く
病
変
が
目
に

見
え
る
た
め
に
悩
み
を
抱
え
る
方
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
近
隣
開
業
医
の
先
生
方
と
も
病
診
連
携
を
と
り
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
医
療
を
心
掛
け
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
一
同
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般財団法人 同友会 「法人目標」
❶ 24時間、迅速急性期医療と専門性を持つ医療の充実
❷ 医療、保健、福祉における包括サービスの提供
❸ 地域コミュニティ形成を目指す健康増進の推進
❹ すべての職種に対する医療者としての教育、研修の場の確立

藤沢湘南台病院  「病院理念」
❶ 信頼とやすらぎのある医療
❷ 専門性と倫理観のある医療
❸ 地域に貢献する医療

一
般
財
団
法
人 

同
友
会

同友会ニュース
RyokuYo

155号
2022年4月
発行

藤 沢 湘 南 台 病 院
藤 沢 ケ ア セ ン タ ー
藤沢訪問看護ステーション
居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー
長後いきいきサポートセンター
ライフメディカルフィットネス
ライフメディカル健診プラザ

り ょ く  よ う



❷❸

　
か
ゆ
み
の
あ
る
湿
疹
を
慢
性
的
に
繰
り

返
す
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
ひ
と
つ
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
2
0
0
8
年

の
約
35
万
人
か
ら
2
0
1
7
年
に
は
約

51
万
人
と
増
加
し
て
い
て
身
近
な
疾
患
と

い
え
ま
す
。
と
く
に
最
近
は
高
齢
者
の

発
症
も
増
え
て
い
て
若
年
者
よ
り
も
治
り

づ
ら
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
も
と
も
と
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
し
や
す
い
体
質
の
方
や
皮
膚
バ
リ

ア
機
能
が
弱
い
方
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

外
か
ら
の
刺
激
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る

バ
リ
ア
が
弱
く
、
免
疫
が
過
剰
に
反
応

し
て
必
要
の
な
い
炎
症
が
起
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
悪
化
要
因
も
知
ら
れ
て
い
て
、

代
表
的
な
も
の
に
ア
レ
ル
ゲ
ン
（
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
、ダ
ニ
、細
菌
、カ
ビ
、食
物
）、

乾
燥
、
汗
、
ス
ト
レ
ス
、
紫
外
線
、
掻

き
癖
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

を
問
診
や
血
液
検
査
で
検
索
し
て
治
療

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
治
療
の
基
本
は
バ
リ
ア
機
能
を
補
う

「
保
湿
剤
」
と
炎
症
を
抑
え
る
「
ス
テ
ロ

イ
ド
な
ど
の
外
用
剤
」
で
す
。
長
ら
く

の
あ
い
だ
ス
テ
ロ
イ
ド
が
主
流
と
な
っ

て
い
て
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療

薬
と
い
え
ば
ス
テ
ロ
イ
ド
を
思
い
浮
か

べ
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
ス
テ
ロ
イ
ド
以
外
に
も
タ
ク
ロ

リ
ム
ス
軟
膏
や
J
A
K
阻
害
薬
、
さ
ら
に

は
今
後
販
売
さ
れ
る
P
D
E
4
阻
害
薬

な
ど
外
用
治
療
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
き

て
お
り
、
症
状
の
程
度
に
応
じ
て
適
切
な

治
療
を
組
み
合
わ
せ
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
症
状
が
ひ
ど

い
時
に
は
外
用
剤
の
塗

り
方
や
基
礎
的
な
知
識

を
習
熟
す
る
た
め
の
短

期
間
の
教
育
入
院
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
外
用
療
法
で
な
か
な
か
効
果
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
内
服
薬
や
注
射
薬
に

よ
る
全
身
療
法
の
適
応
と
な
り
ま
す
。

全
身
療
法
も
進
化
し
て
い
て
光
線
療
法
、

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
や
J
A
K
阻
害
薬
な
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ど
の
免
疫
抑
制
剤
、
生
物
学
的
製
剤
を

用
い
る
新
し
い
治
療
ま
で
重
症
度
に

応
じ
て
選
択
し
て
い
き
ま
す
。（
▼
表
１
）

　
2
0
1
8
年
に
登
場
し
た
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
治
療
薬
と
し
て
は
初
の
生
物

学
的
製
剤
（
生
物
か
ら
産
生
さ
れ
る
タ

ン
パ
ク
質
な
ど
を
応
用
し
て
作
ら
れ
た

薬
剤
）
で
す
。（
▼
図
１
）

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
は
正
常
な
皮
膚

に
比
べ
T
h
2
細
胞
と
い
う
免
疫
細
胞
が

増
え
て
い
て
、
そ
の
細
胞
が
産
生
す
る

I
L

－

4
と
I
L

－

13
と
い
う
物
質
（
サ

イ
ト
カ
イ
ン
）
に
よ
っ
て
皮
膚
の
炎
症
や

バ
リ
ア
障
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の

疾
患
の
中
心
的
な
部
分
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
薬
剤
で
あ
り
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
か
つ

根
本
的
な
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。（
▼
図
2
）

　
中
等
症
か
ら
重
症
の
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
が
適
応
と
な
り
ま
す
が
、
既
に

多
く
の
患
者
さ
ま
に
導
入
さ
れ
て
非
常

に
高
い
奏
効
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
副

作
用
も
こ
れ
ま
で
の
治
療
に
比
べ
る
と

軽
度
で
あ
り
、
2
0
2
1
年
に
日
本
皮

膚
科
学
会
作
成
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も

長
期
継
続
に
適
し
た
治
療
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
の
登
場
は

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
治
療
に
お
け
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
で
あ
り
、
当
院
で

も
導
入
を
勧
め
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
診
療
で
よ
く

聞
く
不
満
は
「
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
を

処
方
さ
れ
る
だ
け
で
一
時
的
に
良
く

な
っ
て
も
ど
う
せ
治
ら
な
い
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　
患
者
と
医
師
の
間
に
意
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
ま
れ
や
す
い
疾
患
で
は
あ
り
ま

す
が
、
当
院
で
は
共
通
の
治
療
目
標
を

設
定
し
て
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
診

療
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
以
降
も
続
々

と
新
薬
の
開
発
が
進
ん
で
い
て
今
後
の

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
導
入
し
て
一
人
で
も
多
く
悩

み
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
つ
い
て

藤沢湘南台病院　
皮膚科部長 磯田 祐士

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
は

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療

当
院
で
の
診
療

デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
®

外用療法 全身療法

保湿剤

ステロイド

タクロリムス

JAK阻害薬

PDE4阻害薬

生物学的製剤

ステロイド

シクロスポリン

JAK阻害薬

光線療法

教育入院

表1　アトピー性皮膚炎治療

図2　デュピクセント作用のしくみ

図1　デュピクセント製剤
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